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目的

既存手法と
の比較

視覚障碍者への
対応

• 物理テンキー

• 音声ガイダンス

タッチパネル式
券売機

情報が既知で
タッチレスで操作
できるデバイス

指で入力

3P-79

タッチパネル操作時
の問題

• 表示内容がわから
ない

• ボタンの位置がわ
からない

新たな問題点

• 機種によって操作
が違う

• 対応している操作
が限定的

視覚障碍者への
補助が必要

タッチパネルの
普及

• 省スペース化

• 直感的な操作

視覚障碍者にとって
不便

提案デバイス

山下らの手法[1]
WatVision[2]

(出典[3])
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手法 入力
画面情報・
画面推移情報

山下らの手法 指 未知

WatVision 指 未知

提案手法 デバイス 既知

ボタンの位置へ指の誘導が必要
誤タッチの可能性

情報が未知 ボタンや文字の認識が必要

Raspberry Pi

デバイスの構成

通信

スマートフォン

情報入力

ユーザー

Raspberry Pi

制御情報
タッチレス操作

デバイス
(券売機画面[4])

ユーザー

スライド
操作

• ウェブインターフェースから操作に必要な情報を入力

• スマートフォンのスクリーンリーダーを用いて情報を伝える

• 入力情報からタッチレス操作デバイスの制御情報を生成

• ユーザーはタッチパネル上でタッチレス操作デバイスをスライド

• デバイスがボタンの上を通過する際にボタン押下機構が動作

Raspberry Pi

ロータリー
エンコーダ

ソレノイド

現在位置 制御信号

• 車輪(ロータリーエンコーダ)の回転角

からデバイスの現在位置を取得

• 目的のボタンの位置に対応したソレノ

イドに信号を送信し，ボタンを押す

タッチパネル操作前

タッチパネル操作時


